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目的　 羊毛の弾力性と綿の吸湿･ 吸水性を兼ね備えた、 高性能布地のための基礎的研究として、

羊毛と綿の混率を変化させた双糸の基本的力学特性ならびに粘弾性特性の測定を行い、 羊毛と綿

の力学特性における複合則を明らかにする。 これまでに、 糸の基本的力学特性としての引っ張り、

曲げ、 ねじり、 横圧縮測定を行い、 曲げ剛性での複合則を 見い出している1)。　本報では、 衣服の

変形ならびに変形回復挙動にかかわる糸の粘弾性的特性を明らかにするため、 引っ張り、 曲げ、

ねじり変形における応力緩和測定を行い、 上述の複合則な らびに羊毛繊維直径が糸の粘弾性特性

に及ぼす影響についても検討する。

方法　 試料は羊毛繊維直径22､29､35 μｍの単一繊維からなるlOtex きざみに各々20 ～70､40 ～90、

50～100tex まで太さを変えた羊毛糸と、 綿糸59.1tex との組合せにより混率を変化させた双糸と、

綿と羊毛各1005;の双糸を用いた。　これらは全て同一撚り係数2800 である､糸は30ininのスチ ーム処

理により履歴を除去した後, 20℃66%fiHの標準条件下で24時間, 1週間,100 日間エ ージングを行い、

引っ張り、 曲げ、 ねじりの各々一定変形下での応力緩和測定を行う。0.  lsec後の応力で規格化し

た応力緩和曲線より緩和速度を求め、 また、 各変形様式における緩和速度の歪依存性についても

検討する。　測定は、 引っ張り試験機KES-Gl､ 曲げ試験機KES-F2､ ねじり試験機KES-Yl を用いた。

結果　 曲げ、 ねじり変形において綿はそれぞれlOOOsec 後0.70､0.83 まで緩和し、 羊毛は曲げ、

ねじりとも0.86 付近まで緩和し た。　曲げの緩和測定では、 綿と羊毛の双糸は22μＩの羊毛を用い

たものは29､35 μm より緩和しやすい傾向が定量的に捉えられ、 ねじり変形においてもその傾向が

認められた。 文献;l) 村木､斎藤､丹羽;繊維製品消費科学会1991 年年次大会研究発表要旨集,P.14
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目 的　 被 服 材 料 の 中 で も 、わ た 様 材 料 内 で は 、繊 維 は 一 様 に 近 い 集 合 構 造 を と る が、 被 服

材 料 の 多 く を 占 め る 織 ■編 構 造 の 布 類 で は 、糸 を 経 た 組 織 を 有 す る た め 。材 料 内 の 繊 維 の 分

布 は、 材 料 内 で い わ ば 非 均 一 で あ る。　本 研 究 で は、 こ の 非 均 一 性 を 表 わ す モ デ ル に よ る 繊

維 集 合 構 造 の 評 価 を 提 案 す る と と も に、 わ た 様 構 造 の 場 合 と 比 較 し て、 織 ・ 編 組 織 を 有 し

た 布 内 の 繊 維 集 合 構 造 化 が 通 気 性 に 及 ぼ す 効 果 を 数 量 的 に 調 べ る。 ま た、 着 用 中 に よ る 疲

労 を 受 け た 布 の 構 造 的 な 変 化 が 通 気 性 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て も 考 察 を 深 め る。

方 法　 通 気 流 に 平 行 （ 縦 ）. 垂 直 （ 横 ） 方 向 に 、体 積 率 の 分 布 に つ い て 簡 略 化 し た 構 造 モ

デ ル を 採 用 し 、両 方 向 の 分 布 と も 、材 料 内 の 構 造 の 非 均 一 性 を 表 わ す 尺 度 で あ る 最 大 の 体 積

率 φn  ft Xと 平 均 体 積 率 φe と の 比m     （ ＝φtt A X ／ φa ） を パ ラ メ ー タ ー と し て 、材 料 の 比 通 気 抵

抗 を 比 較 で き る モ デ ル 曲 線 を 算 出 し た。　一 方 、実 験 試 料 は 、外 衣 用 に 用 い ら れ る 平 織 布 ８ 種

綾 織 り 布 ６ 種、 両 面 編 み 布 ３ 種 で あ る。　原 布 お よ び ３ シ ー ズ ン に わ た る 上 着 ま た は ス ラ ヅ

ク ス の 着 用 に よ り 疲 労 し た 数 力 所 の 部 位 か ら 採 取 し た 試 料 に つ い て、 基 本 と な る 構 造 定 数

の ほ か 圧 縮 特 性、 通 気 抵 抗 度 を 測 定 し た。 実 験 結 果 と 計 算 結 果 を 比 較 し、 検 討 を 行 な う。

結 果　 ① 細 番 手 の 平 織 布 は、 一 様 な 繊 維 集 合 体 の 通 気 特 性 と 同 様 に 評 価 で き る が、 糸 の

太 い も の で は、m    α1.  5 程 度 の 横 方 向 の 非 均 一 性 を 示 し、 比 通 気 抵 抗 が 小 さ く 、疲 労 に よ り

そ れ は 強 化 さ れ る。　② 綾 織 布 は、2  . 0 <  m   尽3.0 の 縦 方 向 の 非 均 一 性 を 示 し、 、 平 織 と 比 べ

る と 高 い 比 通 気 抵 抗 を 示 す。　③ 両 面 編 布 は、 横 方 向 に 非 均 一 で あ･る が、 疲 労 に よ り 繊 維 分

布 の ー 様 化 が み ら れ、 比 通 気 抵 抗 は 増 す。　④ 加 工 糸 布 で は、 縦 構 造 の 非 均 一 化 が 著 し い。
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